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一
一
九
二
〇
年
前
後
の
日
本
で
は
、
中
国
旅
行
が
一
つ
の
ブ
ー
ム
に

な
り
、
文
学
者
に
よ
る
紀
行
文
が
注
目
を
集
め
た
。
主
な
人
物
で

は
、
徳
富
蘇
峰
が
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
九
月
か
ら
一
二
月
ま
で

北
京
・
漢
口
・
九
江
・
廬
山
・
南
京
・
揚
州
・
上
海
・
蘇
州
・
泰
山

・
済
南
・
青
島
を
遍
歴
し
て
﹃
支
那
漫
遊
記
﹄（
一
九
一
八
・
六
、
民

友
社
）
を
書
き
、
谷
崎
潤
一
郎
が
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
〇
月

か
ら
一
二
月
ま
で
北
京
か
ら
上
海
・
蘇
州
ま
で
蘇
峰
と
ほ
ぼ
同
じ
ル

ー
ト
を
辿
っ
て
「
蘇
州
紀
行
」（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
一
九
・
二
~
三
。

後
半
は
原
題
「
画
舫
記
」）、「
秦
淮
の
夜
」（﹃
中
外
﹄
一
九
一
九
・
二
、﹃
新

小
説
﹄
一
九
一
九
・
三
。
後
半
は
原
題
「
南
京
奇
望
街
」）、「
西
湖
の
月
」

（
原
題
「
青
磁
色
の
女
」﹃
改
造
﹄
一
九
一
九
・
六
）、「
廬
山
日
記
」（
原
題

「
廬
山
日
誌
」﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
二
一
・
九
）
な
ど
を
書
い
た
。
ま
た
、

佐
藤
春
夫
は
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
七
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て

の
台
湾
滞
在
中
に
厦
門
・
漳
州
に
渡
っ
て
﹃
南
方
紀
行
﹄（
一
九
二
二

・
四
、
新
潮
社
）
を
書
き
、
芥
川
龍
之
介
は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
三
月
か
ら
七
月
ま
で
、
上
海
か
ら
谷
崎
と
は
逆
ル
ー
ト
を
辿
り
な

が
ら
長
沙
方
面
の
見
聞
も
加
え
て
帰
国
後
に
﹃
支
那
游
記
﹄（
一
九

二
五
・
一
一
、
改
造
社
）
を
ま
と
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
旅
行
ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に

大
陸
周
遊
の
た
め
の
交
通
手
段
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
下
関
・
釜
山
直
通
の
関
釜
連
絡
船
か
ら
京
釜
線
・
京
義
線
・
安

奉
線
・
京
奉
線
を
乗
り
継
げ
ば
、
天
津
・
北
京
ま
で
は
鉄
道
で
結
ば

れ
て
い
た
。
南
北
の
幹
線
に
は
天
津
浦
口
間
の
津
浦
線
と
北
京
漢
口

間
の
京
漢
線
が
あ
り
、
漢
口
か
ら
上
海
へ
は
揚
子
江
の
汽
船
で
出
ら

谷
崎
潤
一
郎
「
蘇
州
紀
行
」
論

―
―
「
景
色
」
の
な
か
の
「
私
」
―
―

河　

野　

龍　

也
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れ
る
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
長
崎
・
門
司
を
経
由
し
て
神
戸
・
横
浜

に
至
る
定
期
航
路
で
日
本
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
周
遊
ル
ー
ト
の
完
成
に
と
も
な
っ
て
、
日
本
政
府
か
ら
は
欧

米
向
け
の
英
文
旅
行
案
内
書
﹃A

n O
fficial G

uide to E
astern 

A
sia vol.4 C

hina
﹄（
一
九
一
五
・
四
、
鉄
道
院
編
・
刊
）
が
出
版
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
邦
文
版
﹃
朝
鮮
満
洲
支
那
案
内
﹄（
一
九
一
九
・
一
〇
、

鉄
道
院
編
、
丁
未
出
版
社
刊
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
案
内
書
は
、

写
真
入
り
で
中
国
各
都
市
の
沿
革
と
現
況
、
旅
館
、
施
設
、
名
所
旧

跡
を
説
明
す
る
ほ
か
、
主
要
都
市
に
は
多
色
刷
り
の
地
図
が
附
属
し

て
お
り
、
読
者
は
中
国
旅
行
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
観
光

予
定
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
旅
行
中
も
携
帯
し
や
す
い
小

型
サ
イ
ズ
で
実
用
性
が
高
く
、
日
本
の
海
外
ツ
ー
リ
ズ
ム
黎
明
期
の

記
念
碑
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

谷
崎
潤
一
郎
も
ま
た
、
鉄
道
院
刊
行
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
恩
恵
を

受
け
た
一
人
で
あ
る
。
現
地
日
本
人
に
よ
る
杜
撰
な
名
所
案
内
に
業

を
煮
や
し
た
谷
崎
は
、︿
以
後
絶
対
に
案
内
者
を
信
用
し
な
い
事
に
き

め
た
﹀
と
宣
言
し
、︿
案
内
者
は
た
だ
通
弁
を
さ
せ
る
に
止
め
て
、
飽

く
ま
で
も
鉄
道
院
の
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
と
地
図
と
に
拠
つ
て
自
分
の
勝

手
に
歩
き
廻
る
事
に
し
た
﹀
と
書
い
て
い
る
（「
蘇
州
紀
行
」）。
谷
崎

の
旅
行
は
日
本
語
版
刊
行
前
の
こ
と
で
、
彼
が
携
帯
し
た
の
は
英
文

旅
行
案
内
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
名
所
の
説
明
だ
け
な
ら

下
手
な
案
内
人
よ
り
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
方
が
よ
ほ
ど
正
確
で
詳
細

な
知
識
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
谷
崎
が
言
う
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
発
言
は
同
時
に
、
現
地
日
本
人
へ
の
憤
懣
を
通
り
越

し
て
、
紀
行
文
と
い
う
個
人
体
験
記
へ
の
本
質
的
な
問
い
か
け
を
も

含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
旅
先
の
知
識
が
十
分

得
ら
れ
る
な
ら
、
紀
行
文
が
読
者
に
提
供
で
き
る
も
の
と
は
一
体
何

だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
、
多
く
の
紀
行
文
作
家
が
こ
の
問
い
に
向
き
合

い
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
か
ら
ど
う
離
れ
る
か
に
腐
心
し
た
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
「
蘇
州
紀
行
」
を
例
に
と
り
、
完
備
し
た
案
内
書

を
手
に
旅
を
し
た
谷
崎
が
、
こ
の
問
い
に
ど
う
答
え
た
か
を
考
え
て

み
た
い
。

二
一
九
一
八
年
一
〇
月
九
日
に
東
京
を
出
発
し
た
谷
崎
は
、
朝
鮮
半

島
か
ら
奉
天
・
山
海
関
・
北
京
・
漢
口
・
九
江
・
廬
山
・
南
京
を
経

て
一
一
月
二
二
日
の
夕
方
に
蘇
州
に
到
着
し
た
。
そ
こ
で
一
一
月
二

五
日
ま
で
の
四
日
間
を
過
ご
し
て
上
海
へ
と
向
か
っ
て
い
る
（「
蘇

州
紀
行
」
の
日
付
は
一
〇
月
と
誤
っ
て
い
る
）。

第
一
日
目
は
蘇
州
停
車
場
か
ら
城
外
西
側
を
大
回
り
し
て
、
日
没

後
、
盤
門
外
の
日
本
租
界
に
到
着
。
谷
崎
は
旅
館
の
接
客
に
不
満
を

抱
き
、
か
な
り
辛
辣
な
言
葉
を
作
中
に
連
ね
て
い
る
。
蘇
州
の
日
本
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旅
館
は
数
が
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
宿
の
名
を
伏
せ
て
あ
っ
て
も
後

続
の
旅
行
者
に
は
ど
の
宿
の
評
判
で
あ
る
か
が
筒
抜
け
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
な
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
大
き
な
反

感
を
抱
い
た
こ
と
は
察
す
る
に
難
く
な
い
。
上
海
に
本
店
が
あ
る
と

言
う
女
将
の
言
葉
か
ら
も
、
谷
崎
が
泊
ま
っ
た
の
は
月
廼
家
旅
館

（
後
の
繁
廼
家
）)

1
(

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
反
感
の
由
来
は
実
は
単

純
で
は
な
く
、
後
で
改
め
て
検
討
す
る
。

第
二
日
目
は
驢
馬
に
乗
っ
て
城
内
を
見
物
。
孔
子
廟
・
滄
浪
亭
・

円
妙
観
・
北
寺
塔
と
見
た
あ
と
、
閶
門
外
に
至
っ
て
留
園
・
西
園
・

虎
丘
・
寒
山
寺
を
参
観
。
こ
の
日
の
見
物
で
蘇
州
の
︿
運
河
の
景
色

が
あ
ま
り
気
に
入
つ
た
﹀
谷
崎
は
、
第
三
日
目
に
は
水
郷
の
風
情
を

さ
ら
に
堪
能
す
る
た
め
わ
ざ
わ
ざ
画
舫
を
雇
い
、
水
路
を
辿
っ
て
天

平
山
の
紅
葉
見
物
に
出
か
け
た
。
画
舫
と
は
中
国
で
宴
会
用
の
屋
形

船
を
指
し
、
転
じ
て
広
く
遊
覧
船
を
意
味
す
る
言
葉
で
も
あ
る
。
谷

崎
が
こ
こ
で
言
う
の
は
後
者
の
意
味
で
あ
る
。

谷
崎
は
蘇
州
の
遊
覧
体
験
を
二
回
連
載
で
発
表
す
る
に
あ
た
り
、

前
半
の
タ
イ
ト
ル
「
蘇
州
紀
行
」
を
後
半
で
は
「
画
舫
記
」
に
改
め

て
書
き
継
い
で
い
る
が
、
こ
の
事
実
に
示
さ
れ
る
通
り
、
作
品
の
内

容
は
こ
の
第
三
日
目
の
体
験
を
口
述
筆
記
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
第

一
日
目
と
第
二
日
目
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
前
文
の
な
か
に
簡
単
な

要
約
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
谷
崎
が
い
か

な
る
観
点
か
ら
蘇
州
を
描
こ
う
と
し
た
の
か
は
こ
の
前
文
を
見
る
と

非
常
に
よ
く
分
か
る
。
例
え
ば
、
二
日
目
の
城
内
見
学
は
次
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

第
二
日
目
に
は
、
驢
馬
に
乗
つ
て
呉
門
橋

0

0

0

を
渡
り
、
盤
門
を
潜

つ
て
始
め
て
蘇
州
の
城
内
に
這
入
つ
た
。
孔
子
廟
か
ら
滄
浪
亭

の
ほ
と
り
を
過
ぎ
て
護
龍
街
を
真
直
ぐ
に
飲
馬
橋

0

0

0

を
渡
り
、
楽0

橋0

を
渡
り
、
観
前
大
街
の
繁
昌
を
見
て
陶
器
商
や
宝
石
商
の
店

を
冷
や
か
し
、
円
妙
観
に
詣
で
て
再
び
護
龍
街
に
戻
り
、
禅
興

0

0

寺
橋

0

0

、
装
家
橋

0

0

0

、
香
花
橋

0

0

0

を
渡
つ
て
、
橋
畔
の
北
寺
の
塔
を
見

物
し
た
後
、
寺
の
前
を
左
折
し
て
桃
花
塢
大
街
に
出
て
、
草
家

0

0

橋0

を
越
え
て
堀
割
り
に
沿
ひ
つ
ゝ
四
義
橋

0

0

0

の
袂
か
ら
、
城
壁
の

内
側
に
附
い
て
左
へ
曲
り
、
水
関
橋

0

0

0

を
渡
つ
て
や
つ
と
城
外
な

る
閶
門
の
ほ
と
り
の
吊
橋

0

0

に
到
つ
た
。（
傍
点
河
野
）

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
短
い
文
章
の
な
か
に
何
と
十
基
も
の
橋

の
名
が
鏤
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
世
に
「
呉
門
三
百
九
十

橋
」
と
言
わ
れ
る
蘇
州
に
あ
っ
て
、
巨
大
な
呉
門
橋
を
除
け
ば
特
に

名
所
と
は
言
え
な
い
あ
り
ふ
れ
た
町
中
の
橋
を
、
孔
子
廟
・
滄
浪
亭

・
円
妙
観
・
北
寺
塔
な
ど
の
名
だ
た
る
旧
跡
と
同
列
に
並
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
街
路
と
水
路
の
無
数
の
交
点
に
、
民
家
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の
屋
根
よ
り
も
高
い
石
の
ア
ー
チ
が
林
立
す
る
水
都
の
光
景
―
―
そ

れ
ら
の
ア
ー
チ
橋
の
階
段
を
昇
降
す
る
た
め
に
、
い
か
な
る
車
も
役

に
立
た
ず
、
交
通
手
段
は
驢
馬
や
駕
籠
に
頼
る
だ
け
で
あ
っ
た
当
時

の
蘇
州
の
基
本
的
な
街
景
を
印
象
づ
け
る
の
に
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
、
橋
名
の
羅
列
の
裏
に
あ
る
の
は
町
の
暮
ら
し
そ
の

も
の
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
古
い
景
勝
地
の
蘇
州
に
あ
っ
て
、
漢

字
に
よ
る
名
づ
け
や
見
立
て
は
名
所
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
目
を
凝
ら
せ
ば
極
め
て
微
細
な
街
の
一
隅
に
ま
で

及
ん
で
い
る
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
を
、
谷
崎
は
見
逃
さ
な
か
っ

た
。
異
郷
を
素
通
り
す
る
一
介
の
旅
人
で
あ
り
な
が
ら
、
住
人
に
と

っ
て
は
親
し
み
深
い
生
活
空
間
で
あ
る
と
こ
ろ
の
都
市
の
姿
を
、
ま

さ
に
住
民
の
視
点
で
味
わ
っ
て
み
た
い
と
身
も
だ
え
る
異
国
の
作
家

の
貪
欲
な
願
い
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
こ
の
願
い
か
ら
来
る
細
部
へ
の

着
目
の
有
無
こ
そ
が
、
名
所
旧
跡
の
解
説
に
終
始
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
、
谷
崎
の
紀
行
文
と
を
決
定
的
に
分
か
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

実
際
問
題
と
し
て
、
鉄
道
院
の
案
内
書
を
参
考
に
す
る
だ
け
で

は
、
上
記
の
文
章
は
絶
対
に
書
け
な
い
。
野
崎
歓
は
、﹃
朝
鮮
満
洲
支

那
案
内
﹄
に
添
え
ら
れ
た
多
色
刷
り
の
蘇
州
地
図
が
い
か
に
美
し
い

か
を
説
き
、︿
谷
崎
が
中
国
に
取
材
し
て
書
く
作
品
の
舞
台
は
、
ど
れ

も
﹃
支
那
案
内
﹄
中
こ
の
「
挿
図
及
刷
込
図
版
」
に
よ
っ
て
詳
し
く

紹
介
さ
れ
、
か
つ
ま
た
写
真
で
飾
ら
れ
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト
ば
か
り

だ
﹀)

2
(

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
鉄
道
院
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
収
録
さ
れ

た
折
り
込
み
地
図
に
は
、
個
々
の
橋
の
名
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
も
そ
も
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
中
国
を
旅
し
た
谷
崎

が
、
翌
年
発
行
の
邦
文
版
を
携
行
で
き
る
は
ず
は
な
く
、
谷
崎
が
参

照
し
た
の
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
刊
行
の
英
文
版
で
あ
っ
た
が

（
中
公
文
庫
版
で
訂
正
）、
そ
ち
ら
に
し
て
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
（
図

１
）。
小
縮
尺
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
図
に
、
観
光
名
所
で
も
な
い
橋

の
名
を
一
々
書
き
込
む
こ
と
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
か
ら
不
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
。
重
要
な
の
は
、
一
般
旅
行
者
に
無
用
の
情

報
と
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
捨
て
た
も
の
を
、
谷
崎
が
わ
ざ
わ
ざ
拾

い
上
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
谷
崎
は
一
体
ど
う
や
っ
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
な
い

橋
の
名
を
補
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
か
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る
た
び

に
驢
馬
の
背
か
ら
降
り
て
名
前
を
確
か
め
ノ
ー
ト
に
記
し
て
い
っ
た

わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
よ
り
も
︿
鉄
道
院
の
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
と

地
図
と
に
拠
つ
て
自
分
の
勝
手
に
歩
き
廻
る
事
に
し
た
﹀
と
谷
崎
が

述
べ
て
い
る
の
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
こ
れ
は
地
図
入
り
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、︿
鉄
道
院
の
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
﹀
と
︿
地

図
﹀
の
二
種
類
の
道
具
を
持
っ
て
歩
き
廻
っ
た
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ

う
。
谷
崎
は
お
そ
ら
く
、
鉄
道
院
の
英
文
ガ
イ
ド
と
は
別
に
、
現
地
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で
詳
細
な
蘇
州
地
図
を
手
に
入
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
紀
行
文
を
口

述
筆
記
で
ま
と
め
る
際
に
も
、
そ

の
地
図
を
取
り
出
し
て
見
直
し
、

当
日
の
参
観
経
路
に
沿
っ
て
小
さ

な
文
字
で
書
か
れ
た
橋
の
名
を
一

つ
一
つ
拾
い
上
げ
て
行
っ
た
に
違

い
な
い
。

現
存
す
る
古
い
蘇
州
地
図
の
な

か
で
、
谷
崎
が
参
考
に
し
た
可
能

性
の
あ
る
地
図
は
、「
新
測
蘇
州

城
廂
明
細
全
圖
」（
一
九
一
四
・
四
、

蘇
州
圖
書
總
匯
處
）
で
あ
ろ
う
（
図

２
）。
こ
こ
に
は
蘇
州
の
あ
ら
ゆ

る
橋
の
名
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

桃
花
塢
大
街
の
「
単
家
橋
」
を
谷

崎
が
「
草
家
橋
」
に
誤
っ
て
い
る

の
も
こ
の
地
図
を
見
れ
ば
納
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
毛
筆
の「
單
」

の
字
に
癖
が
あ
り
、
一
見
す
る
と

そ
れ
は
「
草
」
の
字
と
形
が
極
め

図 1　�『An Official Guide to Eastern Asia vol.4 China』（1915.4、鉄道院）に附
属する蘇州地図。城外の呉門橋以外に街中の橋の名は全く書かれていない。
20× 18cm。1：30000。
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て
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る

（
図
３
）。
旅
行
中
の
自
筆
メ

モ
を
参
照
に
し
た
の
で
あ
れ

ば
こ
の
よ
う
な
間
違
い
は
ま

ず
起
こ
る
は
ず
が
な
い
。

「
蘇
州
紀
行
」
は
見
か
け
上
、

い
か
に
も
気
楽
に
語
ら
れ
た

紀
行
談
を
装
っ
て
は
い
る
の

だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
勤

勉
な
事
後
検
証
に
基
づ
い
て

組
み
立
て
ら
れ
た
叙
述
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の

で
あ
る
。

作
中
の
地
名
が
地
図
に
準

拠
す
る
こ
と
を
示
す
も
う
一

つ
の
例
が
あ
る
。
市
街
中
心

部
に
あ
る
道
教
の
名
刹
を
、

谷
崎
は
「
円
妙
観
」
と
書
い

て
い
る
。
こ
こ
は
元
代
に

「
玄
妙
観
」
と
さ
れ
た
が
、

清
代
に
康
煕
帝
の
諱
（
玄げ
ん
よ
う燁

）

図 2　�「新測蘇州城廂明細全圖」（1914.4、蘇州圖書總匯處、ハーバード大学図
書館蔵）。路地と橋が詳細に記載されている。65× 59cm。1：2000。
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を
避
け
て
「
円
妙

観
」
と
改
称
さ
れ

た
経
緯
が
あ
り
、

「
新
測
蘇
州
城
廂

明
細
全
圖
」
に
は

も
ち
ろ
ん
「
圓
妙

觀
」
と
記
さ
れ
て

い
る
（
図
３
）。
民

国
初
期
の
日
本
人

の
旅
行
記
で
は

「
玄
妙
観
」
を
使

っ
て
い
る
も
の
が

多
い
が
、
鉄
道
院

の
英
文
ガ
イ
ド
で

は
「
元
妙
観
」、

こ
れ
を
の
ち
の
邦

文
版
で
「
玄
妙

観
」
に
改
め
て
い

る
。つ

ま
り
谷
崎
の

「
蘇
州
紀
行
」
に

は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
現
地
入
手
の
地
図
の
両
方
の
資
料
か
ら
地
理

情
報
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
名
所
旧
跡
の
説
明
に

は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
記
述
を
尊
重
し
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
の

は
、
谷
崎
が
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の

だ
。
彼
は
別
に
大
型
の
彩
色
地
図
を
持
ち
出
し
て
き
て
目
の
前
に
広

げ
、
蟻
の
子
の
よ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
文
字
の
群
れ
の
な
か
に
視

線
を
泳
が
せ
て
み
な
け
れ
ば
、
気
が
済
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

谷
崎
に
は
恐
ら
く
、
橋
の
名
に
こ
そ
水
都
の
風
雅
と
歴
史
の
粋
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
初
期
の

短
篇
「
秘
密
」（﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
一
一
・
一
一
）
に
も
、
橋
の
名
が

数
多
く
登
場
し
て
く
る
。
女
に
目
隠
し
を
さ
れ
た
ま
ま
東
京
の
町
じ

ゅ
う
を
連
れ
ま
わ
さ
れ
た
男
が
、
最
後
に
女
の
家
の
あ
り
か
を
探
し

当
て
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
は
、
下
町
の
掘
割
を
渡
る
た
び
に
感
じ

た
水
の
気
配
に
導
か
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
日
本
橋
人
形
町
出
身
の

こ
の
主
人
公
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
の
橋
や
掘
割
の
名
は
、
幼
少
期
に

親
し
ん
だ
懐
か
し
い
生
活
空
間
を
彩
る
か
け
が
え
の
な
い
記
憶
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー
だ
っ
た
。

繰
り
返
す
な
ら
、「
蘇
州
紀
行
」
は
口
述
筆
記
と
は
言
っ
て
も
、
決

し
て
漠
然
た
る
感
想
や
行
動
の
羅
列
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。

二
日
間
の
行
程
を
回
顧
す
る
わ
ず
か
な
前
文
に
も
、
複
数
の
資
料
が

細
部
に
駆
使
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
何
の
贅
言
を
用
い
ず
と
も
、

図 3　�「新測蘇州城廂明細全図」の部分拡大。左図は、装家橋・香花橋・北寺塔・
單家橋の附近。谷崎は毛筆の「單」を「草」に読み違えたらしい。右図は、
観前大街と“円妙観”の附近。“元妙観”とは書かれていない。
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橋
の
名
を
目
白
押
し
に
並
べ
れ
ば
、
蘇
州
の
水
都
と
し
て
の
風
情
が

髣
髴
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
谷
崎
に
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
観
光
に
必
要
な
情
報
だ
け
を
手
際
よ
く
ま
と
め
あ

げ
る
こ
と
に
は
長
け
て
い
て
も
、
現
地
の
生
活
者
が
日
常
的
に
享
受

し
て
い
る
町
の
魅
力
に
は
ま
る
で
無
頓
着
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
あ
り

方
に
満
足
せ
ず
、
そ
の
限
界
か
ら
外
へ
踏
み
出
そ
う
と
試
み
る
谷
崎

の
さ
か
ん
な
意
志
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
一
体
、
谷
崎
に
と
っ
て
蘇
州
の
魅
力
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。「
蘇
州
紀
行
」
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
も
谷
崎
の

「
景
色
」
に
対
す
る
深
い
愛
着
で
あ
る
。
二
日
目
の
市
内
遊
覧
を
経

て
、︿
私
は
一
体
山
国
よ
り
も
水
郷
の
景
色
を
好
む
せ
ゐ
か
、
殊
に
町

の
中
な
ぞ
を
流
れ
て
居
る
河
の
景
色
を
好
む
せ
ゐ
か
、
此
の
一
日
の

遊
び
で
、
蘇
州
が
す
つ
か
り
気
に
入
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
﹀
と

谷
崎
は
述
べ
て
い
る
。
実
際
「
蘇
州
紀
行
」
で
は
、
景
色
の
鑑
賞
に

比
し
て
名
所
旧
跡
の
建
物
に
関
す
る
記
述
自
体
は
極
め
て
限
定
的
で

あ
る
。
こ
の
点
は
、
当
時
の
日
本
人
の
中
国
旅
行
記
を
並
べ
て
み
た

と
き
、
谷
崎
の
紀
行
文
の
異
質
性
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。例

え
ば
、
張
継
の
「
楓
橋
夜
泊
」
で
人
口
に
膾
炙
し
た
城
外
鉄
鈴

関
の
寒
山
寺
は
、
日
本
で
は
﹃
唐
詩
選
﹄
の
流
行
に
よ
っ
て
幅
広
い

層
の
読
者
が
憧
れ
を
募
ら
せ
て
き
た
眷
恋
の
地
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
民
国
初
期
に
な
っ
て
蘇
州
を
訪
ね
、
寒
山
寺
を
実
際
に
見
た
日

本
人
旅
客
は
、
口
を
揃
え
て
落
胆
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宇
野

哲
人
は
、︿
若
し
夫
れ
楓
橋
夜
泊
の
詩
を
誦
す
れ
ば
、
孤
舟
蘆
荻
の
間

に
泊
し
、
烟
波
蒼
茫
た
る
彼
方
、
鬱
蒼
た
る
森
の
間
よ
り
、
隠
々
た

る
鐘
声
の
波
を
渡
り
て
来
れ
る
か
と
想
像
せ
ら
る
れ
ど
も
、
河
は
蘇

州
よ
り
鎮
江
に
通
ず
る
幅
員
凡
そ
七
八
間
の
運
河
に
し
て
、
寒
山
寺

は
橋
を
距
る
こ
と
四
五
町
、
熱
閙
の
巷
に
在
る
。
詩
の
我
を
欺
く
こ

と
何
ぞ
夫
れ
甚
し
き
﹀（﹃
支
那
文
明
記
﹄）)

3
(

と
述
べ
て
お
り
、
徳
富
蘇

峰
は
、︿
煉
瓦
の
門
柱
、
鉄
の
扉
、
其
の
俗
悪
は
、
曾
遊
の
際
の
荒
廃

に
比
し
て
、
未
だ
甲
乙
如
何
を
知
ら
ず
﹀（﹃
支
那
漫
遊
記
﹄）)

4
(

と
や
は

り
こ
れ
も
手
厳
し
い
。
さ
ら
に
谷
崎
よ
り
三
年
遅
れ
て
こ
こ
を
訪
ね

た
芥
川
龍
之
介
は
、︿
本
堂
と
云
は
ず
、
鐘
楼
と
云
は
ず
、
悉
紅
殻
を

塗
り
立
て
た
、
俗
悪
恐
る
べ
き
建
物
だ
か
ら
、
到
底
月
落
ち
烏
啼
く

ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
ぢ
や
な
い
﹀︿
何
で
も
程
徳
全
が
重
修
し
た
の
も
、

一
つ
に
は
日
本
人
の
参
詣
が
多
い
か
ら
、
日
本
に
敬
意
を
表
す
る
為

に
、
一
肌
脱
い
だ
の
だ
と
云
ふ
事
だ
。
す
る
と
寒
山
寺
を
俗
悪
に
し

た
の
は
、
日
本
人
に
も
責
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
﹀（﹃
支
那
游
記
﹄）)

5
(

と
皮
肉
を
放
つ
始
末
で
あ
っ
た
。

一
九
一
一
（
宣
統
三
）
年
に
江
蘇
巡
撫
の
程
徳
全
に
よ
っ
て
再
建
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さ
れ
た
寒
山
寺
の
建
物
は
、
彼
ら
が
訪
問
し
た
当
時
ま
だ
真
新
し
い

も
の
だ
っ
た
。
再
建
の
際
、
古
典
学
者
の
兪
樾
が
有
名
な
「
楓
橋
夜

泊
」
の
詩
碑
に
新
し
く
揮
毫
し
て
い
る
。
明
の
文
徴
明
の
筆
に
な
る

以
前
の
古
碑
は
、
太
平
天
国
の
兵
火
に
か
か
っ
て
割
れ
て
い
た
の

を
、︿
日
本
人
が
、
面
白
半
分
に
欠
い
て
持
ち
帰
つ
た
の
で
、
今
で

は
、
字
も
句
も
解
ら
な
く
な
つ
て
居
る
﹀（
来
馬
琢
道
「
蘇
浙
見
学

録
」）)

6
(

と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
や
は
り
芥

川
は
、︿
欠
い
た
の
は
誰
だ
と
云
ふ
と
、
寒
山
寺
を
愛
す
る
日
本
人
だ

さ
う
だ
﹀（﹃
支
那
游
記
﹄）)

7
(

と
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

詩
文
が
も
た
ら
す
美
的
空
想
を
裏
切
ら
れ
た
日
本
旅
客
は
、
現
実

の
寒
山
寺
に
し
ば
し
ば
「
俗
悪
」
と
い
う
形
容
詞
を
投
げ
つ
け
た
。

し
か
し
、「
俗
悪
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
キ
ッ
チ
ュ
な
寒
山
寺
の
真
新
し

さ
に
つ
い
て
、
谷
崎
は
一
向
に
気
に
す
る
様
子
が
な
い
。︿
徳
富
蘇

峰
氏
を
始
め
い
ろ
〳
〵
の
人
の
紀
行
文
や
談
話
に
依
つ
て
、
寒
山
寺

は
詰
ら
な
い
所
だ
と
云
ふ
こ
と
を
度
々
聞
か
さ
れ
て
居
た
け
れ
ど
、

私
は
決
し
て
詰
ま
ら
な
い
所
だ
と
は
思
は
な
か
つ
た
。
寒
山
寺
そ
の

物
は
詰
ま
ら
な
い
に
し
て
も
、
あ
の
附
近
の
運
河
の
景
色
―
―
―
楓

橋
、
鉄
鈴
関
の
あ
る
あ
の
あ
た
り
の
風
光
を
、
私
は
未
だ
に
忘
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
﹀。
周
囲
の
景
色
さ
え
良
け
れ
ば
、
建
物
の
失
点

な
ど
物
の
数
で
は
な
い
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
書
き
方
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

「
景
色
」
を
重
視
す
る
谷
崎
の
旅
は
、
い
わ
ゆ
る
「
観
光
」
か
ら

の
逸
脱
の
可
能
性
を
孕
ん
だ
旅
で
あ
っ
た
。︿
実
を
云
ふ
と
、
私
は

天
平
山
の
紅
葉
な
ん
か
は
ど
う
で
も
よ
い
。
寧
ろ
道
中
の
運
河
の
景

色
が
目
的
な
の
で
あ
る
﹀
と
あ
る
よ
う
に
、
谷
崎
に
と
っ
て
は
名
所

旧
跡
を
実
見
す
る
こ
と
よ
り
も
、
遊
覧
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
を
愉
し
む

こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
、
現
地
日

本
人
の
案
内
に
対
し
て
、
谷
崎
が
憤
懣
を
抱
く
大
き
な
要
因
だ
っ
た

と
も
言
え
る
。

宋
の
范
仲
淹
の
為
め
に
建
て
た
と
い
ふ
天
平
山
白
雲
寺
の
白
壁

は
、
其
れ
等
の
楓
樹
の
間
に
見
え
隠
れ
し
て
、
山
の
麓
を
取
り

囲
ん
で
居
る
。
し
か
し
案
内
者
の
女
将
は
、
例
に
依
つ
て
其
の

寺
に
は
一
顧
も
与
へ
ず
、
歩
く
よ
り
外
に
仕
事
は
な
い
と
云
つ

た
風
な
様
子
で
、
傍
目
も
振
ら
ず
に
ど
ん
ど
ん
山
へ
登
り
始
め

る
。

︿
歩
く
よ
り
外
に
仕
事
は
な
い
と
云
つ
た
風
﹀
で
と
い
う
揶
揄
の

な
か
に
は
、
名
所
に
辿
り
つ
く
こ
と
だ
け
に
囚
わ
れ
、
い
つ
の
間
に

か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
消
化
を
目
的
と
勘
違
い
し
て
い
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

弊
害
に
対
す
る
警
戒
と
反
発
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
月
廼
家
の
案
内
は
、
当
時
の
日
本
旅
客
の
誰
も
が
不
快
を
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感
じ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。︿
蘇
州
に
は
、
ま
だ

見
る
べ
き
所
も
多
数
に
あ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、﹃
蘇
州

案
内
﹄
と
云
ふ
書
籍
も
あ
り
、
又
月
の
家
の
人
に
で
も
案
内
し
て
貰

ふ
方
が
宜
し
い
﹀（
来
馬
琢
道
「
蘇
浙
見
学
録
」)

8
(

）
と
積
極
的
に
推
奨
す

る
案
内
記
す
ら
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
谷
崎
が
宿
の
女
将
や
番

頭
の
案
内
に
一
々
腹
を
立
て
た
の
も
、
名
所
観
光
を
ノ
ル
マ
の
よ
う

に
こ
な
す
団
体
客
向
け
の
案
内
に
慣
れ
き
っ
た
彼
ら
の
や
り
方
が
、

谷
崎
の
求
め
る
も
の
と
食
い
違
っ
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。
谷
崎
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
現
地
案
内
者
の
多
大
な
恩
恵
に
あ

ず
か
り
な
が
ら
も
、
旅
行
者
に
表
層
的
で
一
律
の
体
験
し
か
も
た
ら

さ
な
い
形
式
化
さ
れ
た
「
観
光
」
の
弊
害
に
自
覚
的
だ
っ
た
の
だ
と

言
え
る
。

四
と
こ
ろ
で
、「
景
色
を
見
る
」
と
い
う
感
覚
に
も
色
々
な
レ
ベ
ル
が

あ
る
。
一
般
に
「
見
る
」
と
い
う
行
為
は
、「
見
る
人
」
と
「
見
ら
れ

る
物
」
と
の
間
に
物
理
的
・
心
理
的
な
距
離
が
存
在
し
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
。
ま
た
、「
景
色
」
と
い
う
日
本
語
も
、
美
的
鑑
賞
を
前

提
と
し
た
自
然
の
捉
え
方
を
指
し
、
そ
こ
に
は
人
間
の
審
美
眼
が
介

在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
陶
器
の
表
面
に
巧
ま
ず
し
て

で
き
た
美
し
い
表
情
を
「
景
色
」
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
こ
と
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
谷
崎
が
使
う
「
景
色
」
の
語
は
特
別
で
、「
見
ら

れ
る
物
」
を
「
見
る
人
」（
=
自
分
）
か
ら
切
り
離
し
、
向
こ
う
に
置

い
て
じ
っ
く
り
観
察
し
て
や
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
主
客
分
離
の
意
識

に
乏
し
い
。
む
し
ろ
、「
見
る
人
」
を
「
見
ら
れ
る
物
」
の
中
に
何
と

か
吸
収
さ
せ
て
し
ま
お
う
と
す
る
同
化
志
向
の
方
が
強
く
表
れ
て
い

る
。三

日
目
の
行
楽
に
つ
い
て
の
谷
崎
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
盤
門

外
の
日
本
租
界
の
岸
を
離
れ
、
呉
門
橋
を
く
ぐ
っ
て
水
門
塘
か
ら
西

向
き
に
水
路
を
進
み
、
天
平
山
の
山
麓
ま
で
画
舫
を
漕
ぎ
寄
せ
る

間
、
旅
人
は
常
に
低
い
水
際
か
ら
、
両
岸
に
展
開
さ
れ
る
庶
民
の
生

活
風
景
を
親
し
み
を
こ
め
て
眺
め
て
い
る
。
ふ
と
舟
の
行
く
手
に
目

を
転
じ
る
と
、
手
前
か
ら
奥
へ
同
じ
形
の
鼓
橋
が
三
つ
続
い
て
い
る

彼
方
に
、
盆
石
の
よ
う
に
美
し
い
山
が
秋
の
空
に
映
え
、
水
は
そ
の

山
の
麓
の
灌
木
の
中
か
ら
流
れ
て
く
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
た
。
谷

崎
は
こ
れ
を
目
に
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
桃
源
郷
の
な
か
に
足

を
踏
み
入
れ
て
い
く
よ
う
な
陶
酔
感
に
一
気
に
包
ま
れ
て
し
ま
う
。

此
方
か
ら
眺
め
る
と
、
林
の
あ
る
あ
た
り
が
い
か
に
も
清
い
美

し
い
仙
境
の
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
お
伽
噺
の
お
爺
さ
ん
や
お

嫗
さ
ん
の
住
ん
で
ゐ
る
村
は
、
き
つ
と
あ
ゝ
い
ふ
所
に
あ
る
の
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で
は
な
い
か
知
ら
ん
。
さ
う
し
て
、
桃
太
郎
の
桃
の
流
れ
て
来

る
川
は
、
大
方
こ
ん
な
川
だ
つ
た
ら
う
な
ど
と
思
ふ
。
殊
に
そ

の
川
上
を
仙
境
ら
し
く
見
せ
て
ゐ
る
の
は
、
林
の
後
ろ
に
聳
え

て
ゐ
る
山
の
姿
で
あ
る
。（
中
略
）
山
の
肌
は
全
部
水
で
洗
つ

た
や
う
な
き
れ
い
な
石
か
ら
成
り
立
つ
て
ゐ
て
、
そ
れ
が
広
い

広
い
野
の
中
に
た
つ
た
一
つ
、
盆
石
の
如
く
に
置
か
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
等
の
川
上
の
山
や
林
が
、
飽
く
迄
も
透
き
徹

つ
た
秋
の
朝
の
空
気
の
底
に
薄
青
く
霞
ん
で
ゐ
る
情
趣
は
真
に

何
と
も
形
容
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

谷
崎
は
こ
の
記
述
を
境
に
、
今
自
分
が
い
る
運
河
を
ご
く
自
然
に

「
川
」
と
呼
び
変
え
て
い
く
。
現
実
に
は
人
工
の
水
路
で
も
、
そ
れ

を
絵
の
よ
う
な
「
景
色
」
の
中
か
ら
流
れ
出
て
い
る
清
冽
な
「
川
」

に
見
立
て
る
こ
と
で
、
舟
の
進
行
を
「
川
上
」
へ
の
遡
上
と
し
て
意

味
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
遠
近
感
を
と
も
な
う
三
つ
の
橋

も
ま
た
、
自
分
の
身
が
絵
の
中
へ
と
取
り
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
の
設
定
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
橋
を
一
つ
く
ぐ
る

ご
と
に
、
美
し
い
「
景
色
」
へ
の
同
化
が
段
階
的
に
叶
え
ら
れ
て
い

く
と
い
う
、
見
事
な
イ
メ
ー
ジ
の
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。谷

崎
が
こ
こ
で
、「
お
伽
噺
」
に
言
及
し
て
い
る
重
要
性
に
つ
い
て

注
意
し
て
お
き
た
い
。
野
口
武
彦
は
、
谷
崎
が
中
国
を
異
郷
よ
り
も

幼
年
時
代
に
通
じ
る
世
界
と
し
て
見
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
指
摘

し
、︿
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
と
は
、
ひ
と
く
ち
に
い
え
ば
未
知
の
事
物
に

対
す
る
憧
憬
で
あ
る
。
谷
崎
は
こ
の
心
情
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
自
分
自

身
の
幼
年
期
の
体
験
に
も
と
づ
い
て｢

謎
の
や
う
な
塀
の
向
う
」
と

い
う
美
し
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
ひ
っ
そ
り
と
「
謎
の
や
う
に

佗
び
し
く
立
つ
て
ゐ
る
塀
の
向
う
」
に
は
い
っ
た
い
何
が
あ
る
の

か
。
こ
れ
が
す
べ
て
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
の
源
泉
に
あ
る
好
奇
心
で

あ
り
、
郷ノ
ス
タ
ル
ジ
ア愁
の
感
情
で
あ
る
﹀)

9
(

と
述
べ
て
い
る
。
野
崎
歓
も
こ
れ

に
言
及
し
な
が
ら
、︿
中
国
に
ま
つ
わ
る
作
品
の
そ
こ
か
し
こ
に
認
め

ら
れ
る
の
は
ま
さ
に
、
子
供
と
し
て
の
旅
人
の
肖
像
な
の
だ
（
中
略
）

桃
太
郎
の
源
流
と
は
、
こ
こ
に
中
国
を
「
自
己
回
帰
」
の
ス
テ
ッ
プ

に
し
よ
う
と
す
る
想
像
力
の
働
き
が
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
﹀)
10
(

と
指
摘

し
て
い
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
「
郷
愁
」
や

「
自
己
回
帰
」
を
作
品
の
な
か
で
可
能
に
し
て
い
る
言
葉
の
操
作
で

あ
る
。︿
桃
太
郎
の
桃
の
流
れ
て
来
る
川
は
、
大
方
こ
ん
な
川
だ
つ

た
ら
う
﹀︿
川
上
の
仙
境
の
方
か
ら
、
一
艘
の
船
が
ゆ
る
ゆ
る
と
、

桃
が
流
れ
て
来
る
や
う
に
ゆ
る
ゆ
る
と
、
櫓
の
音
も
立
て
ず
に
此
方

へ
漕
い
で
来
る
﹀
と
い
う
こ
の
「
川
」
を
遡
る
こ
と
は
、
桃
か
ら
生

ま
れ
た
桃
太
郎
の
未
生
以
前
の
世
界
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。
し
た
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が
っ
て
、
舟
の
動
き
は
過
去
へ
の
遡
行
を
意
味
し
、
そ
れ
に
揺
ら
れ

て
「
川
上
」
を
目
指
す
「
私
」
は
、
幼
い
頃
へ
と
向
か
っ
て
時
間
を

巻
き
戻
し
て
い
く
感
覚
に
身
を
委
ね
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

天
平
山
の
白
雲
亭
か
ら
西
施
の
伝
説
が
残
る
霊
巌
山
を
眺
め
た
と
き

も
、︿
西
施
と
云
へ
ば
、
歴
史
上
の
人
物
の
名
で
あ
る
よ
り
も
、
私
に

は
何
だ
か
お
伽
噺
の
中
に
出
て
来
る
お
姫
様
の
名
の
や
う
な
気
が
す

る
。（
中
略
）
其
の
お
姫
様
の
故
郷
が
つ
い
眼
の
前
に
あ
る
の
か
と

思
ふ
と
、
日
本
歴
史
の
古
蹟
を
訪
ね
る
場
合
と
は
違
つ
て
、
非
常
に

遠
い
夢
の
や
う
に
遥
か
で
あ
つ
た
も
の
が
、
急
に
近
く
へ
や
つ
て
来

た
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
﹀
と
述
べ
て
い
る
。
蘇
州
と
い
う
「
異
郷
」

は
、
子
供
の
頃
に
親
し
ん
だ
「
お
伽
噺
」
の
記
憶
を
経
由
し
て
、
懐

か
し
い
「
故
郷
」
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

「
景
色
」
と
の
同
化
を
渇
仰
す
る
谷
崎
の
独
特
な
心
理
の
根
柢
に

は
、
幼
児
が
え
り
へ
の
甘
い
憧
れ
を
含
ん
だ
「
望
郷
の
念
」
が
横
た

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
れ
は
︿
父
が
病
気
に
罹
つ
た

為
め
に
騒
騒
し
い
日
本
橋
の
家
へ
看
病
が
て
ら
来
て
居
る
の
で
、
到

底
落
ち
著
い
て
原
稿
を
書
く
事
が
出
来
な
い
﹀
と
い
う
現
在
の
状
態

と
の
対
照
を
際
立
た
せ
る
。
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
現
実
に
背
を
向

け
、
日
本
橋
界
隈
の
水
辺
を
遊
び
場
に
呑
気
な
時
間
を
愉
し
め
た
子

供
時
代
の
原
風
景
を
、
中
国
旅
行
の
記
憶
の
上
に
幻
視
し
て
い
る
と

見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

谷
崎
に
と
っ
て
こ
の
旅
は
、
例
え
ば
作
中
で
﹃
剪
燈
新
話
﹄
の

「
聯
芳
楼
記
」
に
た
び
た
び
言
及
し
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、

漢
詩
漢
文
の
教
養
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
文
人
的
関
心
を
満
足
さ
せ
る

た
め
の
名
勝
探
訪
の
側
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ

以
上
に
、
中
国
の
風
土
を
故
郷
に
も
似
た
自
身
の
原
点
と
し
て
認
識

す
る
と
い
う
、
時
間
旅
行
と
し
て
の
象
徴
性
を
顕
著
に
帯
び
た
も
の

だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
さ
て
、
蘇
州
の
「
景
色
」
に
対
す
る
谷
崎
の
同
化
願
望
を
以
上
の

よ
う
に
読
み
解
い
て
み
た
と
き
、
両
者
の
融
合
を
紙
一
重
の
と
こ
ろ

で
阻
害
し
て
い
る
「
言
語
の
壁
」
の
意
味
も
ま
た
際
立
っ
て
見
え
て

く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。︿
川
の
景
色
を
独
り
で
心
置
き
な
く
味

ふ
為
め
に
は
、
其
の
女
将
さ
へ
余
計
な
邪
魔
者
で
あ
る
や
う
な
気
が

し
た
。
実
際
支
那
語
が
少
し
で
も
出
来
れ
ば
案
内
者
の
必
要
な
ん
か

全
く
な
い
﹀
と
最
初
か
ら
思
っ
て
い
た
谷
崎
は
、
案
内
人
の
女
将
の

中
国
人
に
対
す
る
蔑
視
的
な
態
度
に
憤
激
し
、
作
品
の
後
半
で
こ
う

述
べ
て
い
る
。

「
日
本
人
を
儲
け
さ
せ
る
の
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、
支
那
人
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に
金
を
や
る
の
は
一
文
で
も
惜
し
う
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
。」
／

と
、
先
刻
駕
籠
舁
き
と
談
判
す
る
時
に
女
将
は
云
つ
た
。
私
は

其
の
言
葉
が
ひ
ど
く
癪
に
触
つ
た
。
そ
の
く
ら
ゐ
日
本
人
同
志

の
為
め
を
思
ふ
な
ら
、
も
つ
と
宿
屋
の
設
備
を
よ
く
し
て
、
少

く
と
も
支
那
の
宿
屋
よ
り
居
心
地
よ
く
泊
ま
れ
る
や
う
に
し
て

く
れ
た
ら
い
ゝ
で
は
な
い
か
。
私
の
経
験
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

言
葉
の
不
便
さ
へ
な
か
つ
た
ら
、
支
那
人
の
旅
館
の
方
が
ど
ん

な
に
経
済
で
、
ど
ん
な
に
親
切
で
、
而
も
ど
ん
な
に
清
潔
だ
か

知
れ
や
し
な
い
。（
中
略
）
ま
さ
か
支
那
に
居
る
悉
く
の
日
本

人
が
、「
支
那
人
に
金
を
や
る
の
は
一
文
で
も
惜
し
い
。」
と
云

ふ
や
う
な
、
浅
は
か
な
了
見
で
も
あ
る
ま
い
け
れ
ど
、
折
角
遊

び
に
来
て
も
さ
う
云
ふ
野
卑
な
同
胞
に
遇
ふ
事
は
、
あ
ま
り

い
ゝ
気
持
が
し
な
い
。

一
方
、
こ
の
女
将
に
面
当
て
す
る
つ
も
り
で
二
銭
銅
貨
を
与
え
た

乞
食
が
、
さ
ら
に
し
つ
こ
く
追
い
す
が
っ
て
来
た
の
を
谷
崎
が
う
る

さ
が
る
場
面
も
あ
る
。
谷
崎
は
そ
の
乞
食
を
︿
馬
鹿
！
﹀
と
罵
り
、

︿
二
銭
や
つ
た
ら
沢
山
ぢ
や
な
い
か
﹀
と
、︿
思
は
ず
大
声
で
怒
鳴
り

つ
け
た
﹀
と
い
う
。
中
国
人
を
軽
ん
じ
る
粗
野
な
日
本
人
へ
の
怒
り

と
、
中
国
の
乞
食
に
対
す
る
罵
倒
と
は
、
一
見
す
る
と
谷
崎
の
矛
盾

し
た
両
面
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
捉
え
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。

女
将
の
通
訳
に
よ
れ
ば
、
二
銭
銅
貨
で
は
通
用
し
な
い
の
で
、
そ

の
乞
食
は
一
銭
二
枚
に
両
替
し
て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
て
い
た
と
言
う

の
で
あ
る
。
野
崎
歓
は
、
乞
食
に
対
す
る
谷
崎
の
癇
癪
が
、︿
も
と
も

と
は
日
本
人
女
将
へ
の
怒
り
に
根
を
持
つ
も
の
﹀
で
あ
り
、︿
な
ま
な

中
国
語
会
話
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
文
字
ど
お
り
「
閉
口
」
す
る
ほ
か

な
い
お
の
れ
の
︿
イ
ン
フ
ァ
ン
ス
﹀
性
自
体
に
か
ん
し
ゃ
く
を
起
こ

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
﹀)
11
(

と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
乞
食
に
対

す
る
怒
り
の
原
因
は
、
自
分
で
中
国
語
を
使
い
こ
な
し
て
直
接
中
国

人
と
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
歯
が
ゆ
さ
に
あ
る
だ
ろ

う
。
だ
と
す
れ
ば
、
怒
り
の
矛
先
は
自
身
の
幼
児
性
と
い
う
よ
り
も

言
葉
の
壁
そ
れ
自
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
。
女
将
を
疎
ん
じ

る
の
も
乞
食
の
要
求
に
苛
立
つ
の
も
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
言
葉
の
壁
に

阻
害
さ
れ
る
こ
と
な
く
中
国
と
の
同
化
を
果
た
し
た
い
と
い
う
願
望

に
根
を
持
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

総
じ
て
「
蘇
州
紀
行
」
に
は
、
中
国
語
会
話
を
ま
っ
た
く
解
し
得

な
い
こ
と
か
ら
来
る
隔
靴
掻
痒
の
感
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
自
身
が
愛
す
る
中
国
の
「
景
色
」
を
、
そ
こ
に
生
活
す

る
人
の
感
覚
に
成
り
代
わ
っ
て
享
受
し
た
い
と
す
る
越
境
と
転
生
の

願
い
を
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
作
品
の
結
末
に
は
、
そ

の
よ
う
な
願
望
を
凝
縮
し
た
印
象
的
な
場
面
が
登
場
す
る
。
何
気
な
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い
風
景
と
し
て
描
か
れ
る
次
の
二
つ
の
場
面
は
、「
見
る
」
者
で
あ
り

な
が
ら
「
見
ら
れ
る
」
者
と
し
て
つ
い
に
「
景
色
」
の
な
か
に
溶
け

込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
こ
よ
な
く
至
福
な
仮
想
感
覚
を
描
き
出
し

た
も
の
で
な
く
て
何
で
あ
ろ
う
。

橋
の
中
央
の
、
弓
な
り
に
反
つ
て
居
る
弧
の
頂
辺
に
、
日
向
ぼ

つ
こ
で
も
し
て
居
る
の
か
、
一
人
の
人
影
が
塔
の
如
く
ぢ
つ
と

動
か
ず
に
彳
ん
で
居
る
。
其
れ
は
黒
繻
子
の
服
を
着
た
通
り

か
ゝ
り
の
男
が
、
私
の
船
の
近
づ
い
て
来
る
の
を
待
ち
構
へ

つ
ゝ
、
欄
干
に
凭
れ
て
川
の
面
を
瞰
下
し
て
居
る
の
で
あ
つ

た
。

川
筋
の
正
面
に
は
又
新
た
な
る
鼓
橋
が
、
優
し
い
姿
を
し
て
我

れ
我
れ
を
迎
へ
て
居
た
。
橋
の
頂
上
に
は
、
其
処
に
も
同
じ
や

う
に
人
影
が
彳
ん
で
居
る
。
今
度
の
男
は
片
手
に
鳥
籠
を
持
つ

て
、
真
赤
な
服
を
纏
う
た
子
供
を
従
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
「
私
」
は
、
町
家
の
女
房
が
︿
汀
の
石
段
に
し
や
が

ん
で
サ
サ
ラ
で
お
鉢
を
洗
つ
た
り
菜
を
洗
つ
た
り
し
て
﹀
い
た
り
、

繫
留
し
た
舟
に
︿
洗
濯
を
し
た
着
物
が
干
し
て
﹀
あ
っ
た
り
、
別
の

舟
に
は
︿
苫
を
懸
け
て
、
そ
の
上
へ
一
杯
に
白
菜
を
な
ら
べ
て
﹀
い

た
り
、
水
の
近
く
で
一
人
の
女
が
︿
う
づ
く
ま
り
な
が
ら
竹
籠
を
編

ん
で
﹀
い
た
り
す
る
沿
岸
の
下
町
風
景
が
移
ろ
い
ゆ
く
様
子
を
、
船

の
進
行
と
と
も
に
余
念
な
く
視
界
に
収
め
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
「
私
」
の
姿
を
、
気
が
つ
け
ば
橋
の
上
か
ら
塔
の
よ
う
に

佇
む
黒
い
人
影
が
見
下
ろ
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
景
色
」
に
同
化
し
た
い
と
願
い
な
が
ら
も
、
常
に
「
見
る
」
側

に
あ
っ
た
「
私
」
は
、
今
よ
う
や
く
「
景
色
」
の
一
部
と
し
て
「
見

ら
れ
る
」
立
場
に
な
っ
た
の
だ
と
言
え
る
。
傾
き
始
め
た
日
の
逆
光

線
を
浴
び
な
が
ら
、
じ
っ
と
舟
に
視
線
を
送
る
橋
の
上
の
黒
い
シ
ル

エ
ッ
ト
は
、
お
そ
ら
く
美
し
い
「
景
色
」
に
包
ま
れ
て
営
ま
れ
る
蘇

州
の
庶
民
生
活
の
中
に
、
存
在
を
ま
る
ご
と
溶
か
し
込
ん
で
し
ま
い

た
い
と
願
っ
て
い
る
「
私
」
自
身
の
分
身
と
し
て
谷
崎
に
は
感
受
さ

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か)
12
(

。

従
来
、
日
本
人
作
家
に
よ
る
こ
の
時
期
の
中
国
紀
行
文
は
、
帝
国

主
義
勢
力
の
圧
迫
下
に
あ
る
中
国
民
衆
の
「
現
実
」
を
ど
れ
だ
け
描

け
て
い
る
か
が
主
要
な
評
価
軸
に
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
一
介
の
旅

人
に
「
現
実
認
識
」
を
求
め
て
も
、
そ
こ
か
ら
低
評
価
し
か
出
て
こ

な
い
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。「
蘇
州
紀
行
」
に
顕
著
な
谷
崎
の

「
同
化
願
望
」
に
し
て
も
、
彼
我
の
差
を
無
視
し
た
他
者
性
の
欠
如

と
い
う
見
方
を
す
れ
ば
、
当
然
批
判
の
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い)
13
(

。
例
え
ば
西
原
大
輔
が
、︿「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
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は
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
ロ
マ
ン
派
の
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
美
術

や
文
学
、
ま
た
は
東
洋
学
を
意
味
し
て
い
た
﹀
が
、
そ
の
後
エ
ド
ワ

ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
が
︿「
オ
リ
エ
ン
ト
を
支
配
し
再
構
成
し
威
圧
す

る
た
め
の
「
西
洋
の
様ス
タ
イ
ル式
」﹀
で
あ
る
と
い
う
第
二
の
定
義
を
加
え

た
こ
と
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、︿
中
国
へ
の
憧
れ
を
表
明
し

つ
つ
、
一
種
の
偏
っ
た
見
方
で
中
国
を
語
る
谷
崎
の
作
品
に
は
、
サ

イ
ー
ド
的
定
義
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
言
説

が
、
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
﹀)
14
(

と
指
摘
し
た
の
も
、
批
判
的
理
解
の

一
つ
の
形
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
自
分
を
蘇
州
の
庶
民
生
活
の
一
点
景
と
し
て
「
景
色
」

の
な
か
に
溶
か
し
込
も
う
と
願
う
こ
と
は
、
日
本
人
と
し
て
の
立
場

や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
自
己

存
在
を
、
絶
え
ず
想
定
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い)
15
(

。
そ
の

よ
う
な
自
己
認
識
が
、
女
将
の
言
動
に
典
型
的
に
現
れ
た
当
時
の
日

本
人
の
蔑
視
感
情
に
対
す
る
激
し
い
糾
弾
の
力
を
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。「
異
郷
」
に
「
故
郷
」
を
求
め
る

欲
動
が
、「
野
卑
な
同
胞
」
へ
の
批
判
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
の
機
制

に
つ
い
て
は
、
そ
の
功
罪
を
含
め
て
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
一
日
、
蘇
州
大
学
で
開
催

さ
れ
た
「
強
化
国
際
伝
播
、
講
好
蘇
州
故
事
」
国
際
学
術
討
論
会
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、「
近
代
日
本
作
家
が
見
た
蘇
州
―
谷
崎
潤
一

郎
「
蘇
州
紀
行
」
に
つ
い
て
―
」
の
タ
イ
ト
ル
で
行
っ
た
報
告
内
容

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
谷
崎
潤
一
郎
「
蘇
州
紀
行
」
か
ら
の
引

用
は
初
出
に
拠
り
、
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
引
用
文
中
に
は

今
日
不
適
切
と
さ
れ
る
用
語
も
見
え
る
が
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
価

値
を
重
ん
じ
て
原
文
通
り
と
し
た
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た

い
。
な
お
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

23K00 27 3

）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

︻
注
︼

（
1
）
伊
藤
貞
五
郎
﹃
最
近
の
朝
鮮
及
支
那
﹄（
一
九
二
一
・
七
、
神
戸
市
会

支
那
視
察
団
）
に
、︿
月
廼
家
は
、
上
海
月
廼
家
主
人
の
経
営
で
あ
つ

た
が
主
人
歿
後
女
将
お
繁
さ
ん
が
月
廼
家
と
分
離
し
、
自
分
の
名
前

を
其
儘
繁
廼
家
に
改
め
た
の
だ
さ
う
な
。（
中
略
）
繁
廼
家
は
租
借
地

の
一
隅
に
あ
り
、
周
囲
に
樹
木
繁
茂
し
て
隣
家
と
い
へ
ば
領
事
館
に

警
察
署
位
だ
か
ら
恰
で
山
奥
の
一
軒
家
に
入
つ
た
や
う
な
淋
し
さ
。

斯
る
異
域
に
繊
弱
い
女
将
の
細
腕
で
、
当
に
な
ら
な
い
同
胞
の
旅
客

を
心
頼
み
に
渡
世
す
る
女
将
の
胆
力
は
有
髯
男
子
も
尚
且
つ
及
ば
な

い
﹀（
二
三
六
~
二
三
八
頁
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
野
崎
歓
﹃
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
﹄（
二
〇
〇
三
・
六
、
人
文
書
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院
）、
六
四
頁
。
同
書
中
、﹃
朝
鮮
満
洲
支
那
案
内
﹄
の
刊
行
年
を
︿
大

正
七
年
﹀（
六
二
頁
）
と
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
混
乱
の
原
因
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
大
正
八
年
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
中
公
文
庫
版

（
二
〇
一
五
・
四
）
で
訂
正
さ
れ
た
が
（
六
六
・
二
一
七
頁
）、「
蘇
州

紀
行
」
発
表
時
に
も
﹃
支
那
案
内
﹄
は
未
刊
行
で
、
谷
崎
は
参
照
で

き
な
か
っ
た
。

（
3
）
宇
野
哲
人
﹃
支
那
文
明
記
﹄（
一
九
一
二
・
二
、
大
同
館
）、
三
二
一

頁
。

（
4
）
徳
富
猪
一
郎
﹃
支
那
漫
遊
記
﹄（
一
九
一
八
・
六
、
民
友
社
）、
二
九

七
頁
。

（
5
）
芥
川
龍
之
介
﹃
支
那
游
記
﹄（
一
九
二
五
年
一
一
月
、
改
造
社
）、
一

六
五
~
一
六
六
頁
。

（
6
）
来
馬
琢
道
「
蘇
浙
見
学
録
」（
一
九
一
三
・
九
、
鴻
盟
社
）、
五
三
頁
。

（
7
）
芥
川
龍
之
介
﹃
支
那
游
記
﹄、
一
六
七
頁
。

（
8
）
来
馬
琢
道
「
蘇
浙
見
学
録
」、
五
六
頁
。

（
9
）
野
口
武
彦
﹃
谷
崎
潤
一
郎
論
﹄（
一
九
七
三
・
八
、
中
央
公
論
社
）、

一
四
二
頁
。

（
10
）
野
崎
歓
﹃
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
﹄、
六
六
頁
。

（
11
）
野
崎
歓
﹃
谷
崎
潤
一
郎
と
異
国
の
言
語
﹄、
六
八
~
六
九
頁
。

（
12
）
中
国
紀
行
に
お
け
る
谷
崎
の
分
身
願
望
は
「
西
湖
の
月
」
の
結
末
に

も
著
し
い
。
同
作
の
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
宮
内
淳
子
は
、︿
小
姐

の
死
は
「
私
」
の
願
望
が
生
ん
だ
、「
私
」
の
死
の
代
替
物
な
の
で
あ

る
﹀
と
指
摘
し
て
い
る
（「「
西
湖
の
月
」
の
改
稿
を
め
ぐ
っ
て

│

谷
崎
文
学
の
一
軌
跡

│
」﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
一
九
八
五
・
一
〇
、

六
〇
頁
）。

（
13
）
中
国
に
対
す
る
自
己
投
影
の
モ
チ
ー
フ
は
、
谷
崎
に
も
芥
川
に
も
共

通
す
る
も
の
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
中
国
へ

の
同
化
を
志
す
谷
崎
に
は
憧
れ
の
要
素
が
強
い
の
に
対
し
て
、
中
国

を
鏡
と
見
な
し
、
そ
こ
に
日
本
の
戯
画
を
見
出
す
芥
川
の
場
合
は
、

自
己
嫌
悪
の
意
味
で
の
忌
避
感
情
が
強
く
表
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

（
14
）
西
原
大
輔
﹃
谷
崎
潤
一
郎
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
―
大
正
日
本
の
中

国
幻
想
﹄（
二
〇
〇
三
・
七
、
中
央
公
論
新
社
）、
一
五
頁
。

（
15
）
天
平
山
で
の
昼
食
時
を
描
く
際
に
谷
崎
が
、︿
か
う
し
て
見
る
と
日
本

の
婦
人
も
満
更
悪
く
は
な
い
と
思
つ
た
﹀
い
う
感
想
を
漏
ら
し
て
い

る
の
も
、
日
本
を
外
部
か
ら
異
化
し
て
眺
め
る
視
線
の
一
例
と
し
て

分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。


